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つくば市のICT教育の原点は個別最適化

昭和５２年 桜村立竹園東小学校

CAI…筑波大学との共同研究

（コンピュータを活用した個別教材）

•個に応じた教材の開発

•人と人との相互作用



平成７年 通産省・文部省ﾈｯﾄﾜｰｸ環境提供事業

１００校ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（桜南小学校）

CAIによる個別教材は、子供たちの学ぶ意欲をサポート

つくば市のICT教育の原点は個別最適化



1987年11月10日 桜村コンピュータ利用研究発表大会

竹園東小学校 桜中学校 竹園東中学校 並木中学校で，授業公開

ここまでに合計25の教材が開発された。

つくば市内の教員が
一つ一つ問題を子供
の思考で分析し、プ
ログラムに反映させ、
教材を作り上げた

つくば市のICT教育の原点は個別最適化



40年前のCAI教材開発の留意点
•学習者を知り，教材を知る

•目標の分析

•学習者が持っている既有の知識

•学習者がつまずきやすい箇所と，つまずきの内容

•つまずきに応じた指導

•学習課題の収集と分析

•学習活動で予想される反応とそれへの対応

•形成的評価のための問題

教育データ
を利活用す
る目的

つくば市のICT教育の原点は個別最適化

これらが分
析できる教
育データ



この写真 の作成者 不明な作成者 は CC BY-SA のライセンスを許諾されています

今、つくば市はどんな教育を目指しているのか

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Tsukuba_Center_%26_Mt.Tsukuba01.jpg
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/


・Socity5.0時代の課題を解決し、
活躍できる人材の育成

・21 世紀型スキルの育成と社会力を高
めるためのＩＣＴ活用教育プログラム
「つくば７C学習」の開発

・予測困難な時代においても、問題を
よりよく解決し未来を拓く人づくり

『そこに付けたい力がある』つくばのICT教育の源



21 世紀型スキルの育成と社会力を高める７C 学習



21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

学習は個別最適化と協働学習のハイブリッド

☑個の既有の知識から問題発見

☑個の興味関心から情報収集

☑個の情報を他者と協働し、対話的に共有

☑協働学習で情報を、課題解決に向け整理分析

☑広く多様な意見を聞き、再考、まとめ、アウトプットを行う

☑個として課題解決のまとめを行う

☑個の考えの変化を振り返りと確認



個別学習で、既有の知識を
もとに予想や推測を行う。

21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

協働学習で、知見を広め、
個別学習で個の解決に至る。

つくば市学習モデル【例】～子供の言語活動から～



21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[学習者理解のためのデータ]

■ 個の既有の知識の確認

■ 個の興味関心

■ 単元に対する理解傾向

[指導のためのデータ]

〇 学習指導要領の位置づけ

〇 教科の見方考え方

〇 効果的教材データ

〇 効果的提示資料

必要な教育データ



21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[学習者理解のためのデータ]

■ 個の情報収集データ

■ 個の思考の状況

■ 場面での理解度

[指導のためのデータ]

〇 展開に必要な補助データ

〇 発展に必要な応用データ

〇 効果的教材・資料

〇 関連する子供の既習状況

必要な教育データ



21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[学習者理解のためのデータ]

■ 収集データの可視化

■ 思考の変容

[指導のためのデータ]

〇 多様な他者データ

必要な教育データ



21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[学習者理解のためのデータ]

■ 学習理解度

■ 学習のつまづき

[指導のためのデータ]

〇 支援のためのデータ

・下学年との関連

・過去のつまづぎ傾向の

分析データ

必要な教育データ



21 世紀型スキルの育成と社会力を高める７C 学習

[学習者理解のためのデータ]

■ 論理的思考の状況

・根拠

・組み立て

[指導のためのデータ]

〇 つまづき修正のための

手だてとなる教材・資料

必要な教育データ



21 世紀型スキルの育成と社会力を高める７C 学習

[学習者理解のためのデータ]

■ 発表資料の根拠

[評価のためのデータ]

〇 評価の視点

〇 形成評価のためのデータ

必要な教育データ

https://youtu.be/IhfUNegk4q8
https://youtu.be/IhfUNegk4q8


21 世紀型スキルの育成と場面ごとの教育データ

[学習者理解のためのデータ]

■ 学習理解度

■ 応用力・活用力の定着度

■ 学習のつまづき

[指導のためのデータ]

必要な教育データ

[指導のためのデータ]

〇 支援のためのデータ

・下学年との関連

・過去のつまづぎ傾向の

分析データ



場面ごとの教育データの取得方法：つくば市の実践

アンケートフォーム
の活用

アンケート

クラウド型教育用グループウェア

Microsoft Forms

単元導入場面などにおける、個の既有の

知識の確認、個の興味関心、単元に対す

る理解傾向を測ることができる



場面ごとの教育データの取得方法：つくば市の実践

AIドリルによる個別
学習履歴の活用

単元の展開時や、まとめにおける、学習者の

理解状況把握のためのデータとして活用。

■ 学習理解度

■ 学習のつまづき個人の理解度の確認

学習目標ごとの理解度の確認



場面ごとの教育データの取得方法：つくば市の実践

教育用
クラウドアプリの活用

課題解決課程や、まとめにおける学習者の理

解状況、学習成果物等をデジタルデータとし

て活用。

Oneドライブの活用

OneNoteclassの活用



場面ごとの教育データの取得方法：つくば市の実践

デジタル
ポートフォリオ

児童の変容の可視化

課題解決のプロセスで生じる、児童生徒の思

考の変容や、個々の学習成果物などをデジタ

ルポートフォリオとして形成的評価で活用



電子黒板導入のための調査報告

プログラミング学習の効果計測

場面ごとの教育データの取得方法：つくば市の実践

カリキュラムマネジメントに反映

その他のデータ



・1人1アカウント
学習管理

・個別学習履歴

・データの送受信
・個別学習支援

・家庭学習
・外部への接続
・多様な児童への
支援

・デジタルポート
フォリオ

・データの共有

GIGAスクール構想の実現によりデータを活用した
効果的・効率的教育への移行

期待

つくば市１人1台端末と教育データの利活用



校務支援システム

データ収集方法と
教員の情報活用能力及びデータリテラシーの向上

課題

学習指導要領
国研データ

■ データ収集要件
⇒ 粒子が細かすぎると負担
⇒ 分析がしにくい

■ 教員のデータリテラシー
⇒ 取得したデータの取り扱い
⇒ 統計的視点（クロス集計など）

■ データの標準化
⇒ どこまでを標準化
⇒ 学校の教育目標との照合

つくば市１人1台端末と教育データの利活用



つくば市１人1台端末と教育データの利活用

すべての教員が教育データの利活用ができる
仕組みづくり

■ データ収集のシステム化
⇒ 単元計画への位置づけ
⇒ データ収集の手順化

■ データ分析の標準化
⇒ データ分析マニュアル化

■ データリテラシー研修
⇒ 教員研修
⇒ 児童生徒の情報活用能力

育成

今後

新しいデータ利活用単元デザイン

既有知識等

理解度

定着度

学習過程確認

学習成果確認

教材研究



対話的で深い学び主体的

つくば市教育データの利活用の効果への期待



多様な児童生徒に対応する
家庭での学習支援

一人一人に応じた
完全習得学習

つくば市教育データの利活用の効果への期待



学校外での学び

多様な興味関心の追究探究的学び

つくば市教育データの利活用の効果への期待

プログラミング
STEAM教育



未来を創ることどもたちの未来の学びをICTで
Survive Society 5.0 in Tsukuba City 


